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地
声
寸
言 

 

第
二
百
三
十
六
回
「
一
富
士
二
鷹
三
茄
子
」 

 
 
 
 

相
沢 

英
之 

  

表
記
の
「
こ
と
わ
ざ
」
に
つ
い
て
は
、
前
に
も
書
い
た
が
、
も
少
し
追
加
し
て
み
た
か
っ
た
の
で
、
こ

こ
に
記
し
た
。 

手
元
に
あ
っ
た
辞
典
か
ら
転
写
し
た
も
の
が
、
次
の
通
り
で
あ
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
他
の
辞
書
に
も
記
述

が
あ
る
に
違
い
な
い
が
、
似
た
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
て
い
る
。 

 

以
前
か
ら
こ
の
「
こ
と
わ
ざ
」
に
は
何
故
か
関
心
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
、
多
少
調
べ
て
み
た
。 

 

一
富
士
は
富
士
の
裾
野
の
大
巻
狩
の
夜
に
曽
我
の
十
郎
、
五
郎
の
兄
弟
が
父
の
仇
、
工
藤
祏
経
を
討
っ

た
の
で
、
そ
れ
を
意
味
し
て
い
る
と
言
う
。
工
藤
家
は
伊
豆
地
方
で
鎌
倉
時
代
に
勢
力
を
張
っ
て
い
て
、

私
の
母
の
実
家
二
宮
家
も
縁
戚
と
言
わ
れ
て
い
た
。 

 

す
な
わ
ち
、
曽
我
兄
弟
の
曽
祖
父
伊
藤
裕
隆
の
孫
狩
野
満
江
の
娘
が
二
宮
郷
の
地
頭
二
宮
朝
忠
に
嫁
し

た
と
い
う
。 

 

私
達
は
子
供
の
頃
か
ら
三
百
年
以
上
前
に
建
っ
た
と
い
う
中
那
国
府
村
生
沢
の
家
の
母
の
実
家
は
良
く

知
っ
て
い
た
。
二
宮
郷
は
天
領
で
二
宮
家
が
代
官
を
し
て
い
た
、
と
も
聞
い
て
い
た
。 

 

今
月
の
歌
舞
伎
座
は
「
夜
討
曽
我
」
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
、
そ
ん
な
こ
と
も
思
い
出
し
て
い
た
。 

 

二
鷹
は
、
忠
臣
蔵
の
芝
居
と
な
っ
て
い
る
浅
野
の
家
紋
は
丸
に
違
い
鷹
の
羽
で
あ
る
が
、
私
の
家
の
紋

も
同
じ
鷹
の
羽
で
、
た
だ
珍
し
い
こ
と
に
丸
の
外
側
に
五
つ
の
環
が
つ
い
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
、
三
浦
の

一
族
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
相
沢
家
は
源
家
三
代
の
沒
落
後
、
今
も
実
家
の
あ
る
武
蔵
国
高
田
（
現

在
横
浜
市
港
北
区
）
に
籠(

こ
も)

っ
た
。
八
百
年
も
前
で
あ
る
。
当
初
は
伊
達
家
の
竹
に
雀
の
紋
所
を
つ

け
て
い
た
が
、
伊
達
家
が
仙
台
に
移
封
と
な
っ
た
時
、
鷹
の
羽
に
改
め
て
、
当
時
相
沢
の
主
な
家
が
五
つ

あ
っ
た
の
に
珍
ん
で
五
つ
の
環
を
つ
け
た
と
言
う
。
紋
帳
に
も
見
れ
な
い
よ
う
な
紋
で
あ
る
。 

 

三
茄
子
は
、
茄
子
は
イ
ガ
を
越
え
て
実
が
な
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
伊
賀
越
え
の
仇
打
ち
荒
木
又
右

衛
門
の
こ
と
が
浮
か
ん
で
く
る
。
彼
の
墓
が
鳥
取
市
内
に
あ
る
の
も
、
何
か
の
縁
で
あ
ろ
う
。 

 

以
上
、
独
り
ご
と
を
並
べ
た
が
、
も
少
し
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
見
た
い
、
と
思
っ
て
い
る
。 

 
 

い
ち
ー
ふ
じ
〖
一
富
士
〗
（
名
）
①
高
い
も
の
や
、
良
い
も
の
な
ど
の
代
表
と
し
て
富
士
山
を
ま
ず
数

え
あ
げ
る
こ
と
ば
。
②
「
い
ち
ふ
じ
（
一
富
士
）
二
鷹
（
に
た
か
）
三
茄
子
（
さ
ん
な
す
び
）
」
の
略
。
＊

俳
諧
・
文
政
句
帖
ー
五
年
（
１
８
２
２
）
四
月
「
一
不
二
の
晴
れ
て
立
け
り
初
茄
子
」
＊
狂
歌
・
千
と
せ

の
門
（
１
８
４
７
）
坤
「
初
夢
に
一
ふ
じ
の
雪
ふ
り
い
で
て
茄
子
も
白
な
す
鷹
も
ま
し
ら
ふ
」
発
音
〈
標

ア
〉□

チ 

い
ち
ふ
じ
二
釈
迦
（
に
し
ゃ
か
）
三
山
上
（
さ
ん
さ
ん
じ
ょ
う
）
大
和
国
（
奈
良
県
）
の
高
い
山
の
代

表
。
日
本
で
一
番
高
い
山
は
富
士
山
、
大
和
国
で
は
釈
迦
ヶ
岳
、
次
に
金
峯
山
（
き
ん
ぷ
せ
ん
）
。
金
峯
山

の
山
上
に
蔵
王
権
現
（
ざ
お
う
ご
ん
げ
ん
）
が
ま
つ
っ
て
あ
り
、
そ
れ
を
参
詣
す
る
の
を
山
上
詣
で
と
い

う
と
こ
ろ
か
ら
、「
山
上
」
は
金
峯
山
を
さ
す
。
＊
譬
喩
尽
（
１
７
８
６
）
一
「
一
富
士
（
い
ち
フ
ジ
）
二

釈
迦
（
ニ
シ
ャ
カ
）
三
上
山
（
サ
ン
サ
ン
ジ
ャ
ウ
）
以
上
二
つ
和
州
高
山
之
所
」 
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い
ち
ふ
じ
二
鷹
（
に
た
か
）
三
茄
子
（
さ
ん
な
す
び
）
夢
に
見
る
と
緑
起
が
良
い
と
さ
れ
て
い
る
も
の

を
順
に
な
ら
べ
て
文
句
。
初
夢
に
つ
い
て
い
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
＊
狂
歌
・
巴
人
集
（
１
７
８
４
）「
初

夢 

ま
さ
に
見
し
一
富
士
二
鷹
三
茄
子
夢
ち
が
へ
し
て
貘
に
く
は
す
な
」
＊
譬
喩
尽
（
１
７
８
６
）
一
「
一

富
士
二
鷹
三
茄
子
（
イ
チ
フ
ジ
ニ
タ
カ
サ
ン
ナ
ス
ビ
）
、
三
の
吉
夢
」
＊
黄
表
紙
・
盧
生
夢
魂
其
前
日
（
１

７
９
１
）「
正
月
二
日
の
よ
は
、
は
つ
夢
と
い
ふ
て
、
ゆ
め
の
せ
か
い
の
大
も
の
日
な
り
。〈
略
〉
一
ふ
じ
、

二
た
か
、
三
な
す
び
は
お
し
き
せ
ど
を
り
」
補
注
「
狂
歌
・
家
つ
と
」
に
「
大
ぶ
く
や
一
富
士
（
い
ち
ふ

じ
）
釜
に
鷹
の
つ
め
三
に
茄
子
（
ナ
ス
ヒ
）
の
茶
入
め
で
た
や
」
の
例
が
み
ら
れ
る
。
語
源
説
（
１
）
本

来
は
駿
河
の
国
の
諺
で
、
駿
河
の
名
物
を
順
に
挙
げ
た
も
の[

笈
埃
随
筆
・
俚
言
集
覧
・
嬉
遊
笑
覧]

。（
２
）

駿
河
の
国
の
高
い
も
の
を
順
に
挙
げ
た
も
の
で
、
一
に
富
士
、
二
に
足
高
山
、
三
に
初
茄
子
の
値
段
の
こ

と
と
し
、
徳
川
家
康
が
い
い
だ
し
た
［
甲
子
夜
話
］
。
（
３
）
緑
起
の
良
い
物
を
順
に
挙
げ
た
（
富
士
は
高

大
、
鷹
は
つ
か
み
取
る
、
茄
子
は
成
す
）[
続
五
元
集]

。 

（
日
本
国
語
大
辞
典
「
小
学
館
」
） 

  
 

一
富
士
二
鷹
三
茄
子 

 

夢
に
見
る
と
縁
起
が
よ
い
と
さ
れ
る
も
の
の
順
番
。
特
に
新
年
の
初
夢
に
つ
い
て
言
わ
れ
る
。 

 

こ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
説
が
あ
る
。
（
１
）
初
夢
に
見
て
縁
起
の
よ
い
も
の
。
（
２
）
駿
河
（
静
岡
県
中

部
）
の
名
物
を
あ
げ
た
も
の
。（
３
）
駿
河
で
高
い
も
の
（
「
た
か
」
は
足
高
山
、「
茄
子
」
は
初
物
の
値
段
）
。

憶
説
は
い
く
ら
で
も
言
え
よ
う
が
、
問
題
は
そ
れ
ぞ
れ
の
説
に
根
拠
と
す
る
も
の
が
あ
る
か
ど
う
か
だ
。

（
２
）
は
江
戸
中
・
後
期
の
「
笈
埃
随
筆
」
や
「
嬉
遊
笑
覧
」
に
、
（
３
）
は
江
戸
後
期
の
「
甲
子
夜
話
」

に
そ
れ
ぞ
れ
出
て
く
る
が
、
ど
れ
も
推
論
の
域
を
出
て
い
な
い
。
図
像
資
料
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
江

戸
時
代
の
特
に
浮
世
絵
に
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
の
多
く
が
絵
の
題
に
「
初
夢
」「
夢
見
」
と
記
さ
れ
て
い
る

点
を
考
慮
す
る
と
、
（
１
）
が
最
も
有
力
と
な
る
。
絵
画
資
料
に
限
っ
た
場
合
、
（
２
）
と
（
３
）
を
裏
付

け
る
資
料
は
見
当
ら
な
い
。
図
は
明
治
時
代
の
引
札
。
引
札
は
商
品
の
広
告
や
売
出
し
披
露
な
ど
を
書
い

て
配
っ
た
札
で
、
今
で
言
う
広
告
用
の
ち
ら
し
に
当
る
。
（
以
下
略
）
（
岩
波
こ
と
わ
ざ
辞
典
） 

 
 

一
富
士
二
鷹
三
茄
子 

 
 
□

出

嬉
遊
笑
覧 

 

初
夢
に
見
る
も
の
で
、
一
番
縁
起
が
よ
い
の
が
富
士
山
、
二
番
は
鷹
、
三
番
は
茄
子
で
あ
る
と
い
う
こ

と
。
▼
起
こ
り
に
つ
い
て
、「
富
士
」
は
高
大
、「
鷹
」
は
つ
か
み
取
る
、「
茄
子
」
は
「
成
す
」
に
通
じ
る

か
ら
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
秦
平
の
世
を
築
い
た
徳
川
家
康
の
居
城
の
あ
っ
た
駿
河
（
静
岡
県
）
名
物
を

あ
げ
て
、
そ
れ
に
あ
や
か
っ
た
も
の
と
も
い
う
。 

 
□

類

一
富
士
二
鷹
三
茄
子
四
扇
五
煙
草
六
座
頭
。 

 

用
例 

正
月
一
日
の
夜
に
見
る
夢
が
い
わ
ゆ
る
初
夢
で
、
昔
か
ら
こ
の
初
夢
に
見
て
縁
起
の
い
い
も
の

は
“
一
富
士
、
二
鷹
、
三
な
す
び
”
と
決
ま
っ
て
い
た
。
ど
う
し
て
こ
ん
な
も
の
が
め
で
た
い
夢
の
シ
ン

ボ
ル
に
な
っ
た
の
か
、
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
る
が
、
は
っ
き
り
し
た
と
こ
ろ
は
わ
か
ら
な
い
。
徳
川
家
康

が
三
河
に
い
た
こ
ろ
、
ま
だ
四
月
だ
と
い
う
の
に
初
な
す
び
を
売
る
者
が
い
た
。
買
お
う
と
す
る
と
、
こ

れ
が
べ
ら
ぼ
う
に
値
が
高
い
。
そ
こ
で
、
家
康
が
「
駿
河
で
高
い
も
の
は
、
富
士
山
と
愛
鷹
山
だ
け
か
と

思
っ
て
い
た
が
、
な
す
び
も
高
い
の
う
」
と
言
っ
た
と
か
。
こ
れ
が
も
と
と
な
っ
て
、
大
権
現
さ
ま
の
ふ
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る
さ
と
で
、“
高
い
”
三
つ
の
も
の
、
つ
ま
り
富
士
と
愛
鷹
の
鷹
と
な
す
び
を
夢
に
見
る
の
が
め
だ
た
い
こ

と
だ
と
、
江
戸
庶
民
の
間
で
信
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
も
う
一
つ
の
説
で
は
、“
一
富
士
、
二

鷹
、
三
な
す
び
”
の
由
来
は
「
一
に
富
士
、
二
に
鷹
の
羽
の
打
ち
ち
が
え
、
三
に
名
を
な
す
伊
賀
の
上
野

に
・
・
・
・
・
」
と
い
う
こ
と
で
、
富
士
が
曾
我
十
郎
・
五
郎
兄
弟
の
仇
討
ち
、
鷹
の
羽
の
打
ち
ち
が
え

は
浅
野
家
の
紋
所
で
、
こ
れ
は
赤
穂
四
十
七
士
の
仇
討
ち
、
伊
賀
の
上
野
は
荒
木
又
右
衛
門
の
仇
討
ち
で
、

こ
こ
は
な
す
び
の
名
産
地
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
富
士
・
鷹
・
な
す
び
の
三
つ
は
、
い
ず
れ
も
念
願
か
な
っ

た
め
で
た
い
仇
討
ち
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。 

 

〈
阿
刀
田
高
「
こ
と
ば
の
博
物
館
」
〉 

  
 


